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問1 7世紀にムハンマドが創始したイスラム教が、アラビア半島の枠を超えて北アフリカや中央アジアまで急速に拡大した背景とし
て、宗教上の仕組みから説明できるものはどれか。 （2026年　三重公立入試　類似）

1.  唯一神アラーのもとでは、すべ
ての信者が平等であると説いたた
め。

2.  厳しい身分制度を肯定し、支配
階級の権限を強化したため。

3.  各地の神々をアラーの化身とし
て認め、多神教を取り込んだた
め。

4.  世俗の権力とは一切関わらず、
個人の心の救済のみを追求したた
め。

問2 日本と中国の歴史的交流について述べた記述として、紀元1世紀に倭の奴国の王が金印を授かった時代、8世紀に僧の鑑真が来
日した時代、13世紀に弘安の役が起きた時代の三つの時期における、中国の王朝名の組み合わせとして正しいものを選びなさ
い。 （2018年　福島県公立入試　類似）

1.  漢 ・ 唐 ・ 元 2.  秦 ・ 唐 ・ 明 3.  漢 ・ 隋 ・ 宋 4.  秦 ・ 宋 ・ 元

問3 インダス文明の遺跡からは、動物などの図案とともに文字が刻まれた石造りの印章が多数発見されています。この文明で用い
られた文字や、その背景について述べた文として正しいものはどれですか。 （2018年　東京都公立入試　類似）

1.  独自の文字が刻まれているが、
現在においても解読されていない

2.  粘土板に楔形文字が刻まれ、周
辺地域との交易の記録として使わ
れた

3.  パピルスにヒエログリフで記さ
れ、王の事績や神話が記録されて
いた

4.  亀の甲羅や動物の骨に刻まれ、
占いを通じて政治の判断に用いら
れた

問4 現在のイラク付近にあたる、チグリス川・ユーフラテス川流域で成立したメソポタミア文明に関する記述として、正しいもの
はどれですか。 （2017年　岩手県公立入試　類似）

1.  月の満ち欠けの周期を一か月と
する暦が作られ、時間は60進法で
数えられた。

2.  定期的に増水するナイル川の氾
濫を予測するために、太陽暦が発
明された。

3.  インダス川流域において、モヘ
ンジョ・ダロなどの計画的な都市
が築かれた。

4.  黄河の流域において、亀の甲羅
や牛の骨に刻まれた甲骨文字が使
われた。

問5 イスラム教が成立した7世紀末から8世紀初め頃、日本では奈良県に高松塚古墳が造られました。この古墳の石室壁画には、古
代中国の思想に基づき、方位を守る「四神（ししん）」と呼ばれる青龍・白虎・朱雀・玄武などの動物や、当時の人々の姿が
描かれています。このような壁画の内容から、当時の日本が最も強く影響を受けていたと考えられる文化の地域はどこです
か。 （2025年　千葉公立入試　類似）

1.  中国 2.  インド 3.  ペルシャ 4.  ローマ

問6 古代中国の各王朝で見られた文化や社会の様子について述べた文として、正しいものはどれか。 （2024年　和歌山公立入試　類似）

1.  殷の時代には、亀の甲羅や動物
の骨に刻まれた甲骨文字が使われ
ていた。

2.  秦の時代には、西方との交易路
であるシルクロードを通じて仏教
が伝わった。

3.  漢の時代には、初めて青銅器が
作られ、万里の長城の建設が開始
された。

4.  殷の時代には、始皇帝によって
度量衡や貨幣の統一が進められ
た。

問7 アフリカ大陸北東部を流れるナイル川の流域で栄えた文明において、使用された文字と発達した暦の組み合わせとして正しい
ものはどれですか。 （2023年　青森県公立入試　類似）

1.  象形文字（ヒエログリフ） ―
太陽暦

2.  楔形文字 ― 太陽暦 3.  象形文字（ヒエログリフ） ―
太陰暦

4.  楔形文字 ― 60進法

問8 ムハンマドがメッカでイスラム教の布教を始めた当初、現地の富裕層や権力者から激しい迫害を受けた理由として、最も適切
な背景を説明したものを選びなさい。 （2019年　埼玉県公立入試　類似）

1.  神の前ではすべての信者が平等
であると説いたから

2.  王を神の化身として崇拝するこ
とを強制したから

3.  特定の身分の人だけが救われる
という教義だったから

4.  偶像崇拝を強く推奨し、古い寺
院を壊したから

問9 ナイル川の流域で栄えた古代エジプト文明では、農耕に大きな影響を与える川のはんらん時期を正確に知る必要がありまし
た。そのために天文学が発達しましたが、その結果として作られ、現代の暦の基礎ともなったものはどれですか。 （2019年　埼玉県公

立入試　類似）

1.  太陽の動きを基準とし、1年を
365日とする太陽暦

2.  月の満ち欠けを基準とし、約
29.5日を1か月とする太陰暦

3.  時間を60秒、60分で区切るな
ど、数え方の基礎となった60進法

4.  農作業の記録をつけるために考
案された、粘土板に刻む楔形文字


